
第21回事前アンケート
集計結果

集計：28件



・30台が過半数を占めるが昨年より割合は少なめ
・次いで20代、50代、40代と続く



・最多は卒後5年目・21年以上(17.9%)、次いで卒後7年目、8年目、10年目(見づらいグラフになってしまいましたが…)
・～6年目で32%、７～10年目で39.3%、12年目～で２８．７％と、中堅層が多い印象
・分布は昨年と大きく変わりはないが、ややベテラン層が多い



・男性が過半数(昨年も75％が男性と同様)。



・勤務医が約9割と大多数(昨年と同様)。
・大学職員については昨年と回答数は同じだが相対的に割合は増えた。



・家庭医療専門医やプライマリケア関連の認定医、指導医が半数程度と多い。
・総合内科、内科の専門医は昨年同等。
・透析専門医、泌尿器科専門医と外科専門医は1名ずつではあるものの初の回答。



・外来＞病棟＞訪問を主としている点は昨年同様。
・救急診療を行っているとの回答が増加。
・育休中の回答は初出。



・無床診療所>有床診療所志向、より小規模病院志向である点は昨年と変わりなかった。
・大学病院セッティングの回答は0件だった(昨年は4件)。



・昨年同様、数回参加歴のある方が最多。



・ＴＯＰ３は昨年と大きく異なり、
1.教育
2.幼小児・思春期のケア
3.皮膚科領域/身体診察/組織・制度・運営

(昨年は整形領域、ＡＣＰ・宗教・死生観、生涯学習、
メンタルヘルスがTOP３だった)
・耳鼻科領域、泌尿器科領域は得票なし



10. 冬期セミナーのワークショップで取り上げて欲しいこと(自由記載)

• 専攻医同士のネットワークを作る上で、どんな活動が有用か

• 会計の基本など 診療所経営について 人事問題について

• 予防医学に関するエビデンス

• 整形外科はプライマリケア医向けのシーネ固定のワークショップとかあっても良いと

思います。またメンタルヘルスのOJTを取れるレクチャーがPC学会学術大会でも全

く無かったため、是非企画して欲しいです。

• 専攻医同士のネットワーク形成について



11．全体講演で取り上げて欲しいこと(自由記載)

• 今後の日本の動向 少子化のなかでどうしていくか

• 専門医取得後のキャリア形成、特に国内におけるホスピタリストを目指すキャリアが

不十分であるため、ホスピタリストを取り上げた話を聞いてみたい。家庭医療じゃな

いと難しいかもしれませんが。。総合診療とAIをテーマに話すのも興味があります。

• 病院の収益を上げる上で総合診療科か果たせる役割



12．仕事、プライベートに関わらず、現在悩んでいることがあれば(自由記載)

• 勉強しない後輩専攻医への指導の仕方

• 日本全体が少子化 高齢化の中 今後の医療の方向性が難しいと考えています

• 若手の家庭医長い総合診療医に、どのようにすれば大学での勤務に興味を持って

もらえるか

• 専門研修終了後のキャリア、特に病院家庭医やホスピタリストの働き方やキャリア

アップのイメージが持てない。

• 後輩の指導



13. 興味関心のある事・冬期セミナーに期待する事(自由記載)

• いろんなテーマ取り上げていただきありがとうございます。診療所経営や財務につ

いてもまた取り上げていただけると嬉しいです。

• 病院総合診療医学会との併催でいろいろ大変かと思いますが、頑張ってください！

• 腫瘍内科はホスピタリスト的に抑えておきたいところだが、国内の総合診療では取

り上げられている機会が少ないため、あると面白いと思う。眼科も取り上げる機会

が少ないため、是非聞いてみたい。

• 冬セミでしかできない専攻医のための企画を楽しみにしています。育休で現地参加

が難しいので、オンデマンド配信はあるとありがたいです。運営頑張ってください！

• 病院総合との連携
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